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学位論文等題目 〈論文〉 所在の輪郭－包まれる風景へ 
 〈作品〉 青の遊泳 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） Ｏ ＪＵＮ 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 女子美術大学 准教授 （芸術学部） Linda Dennis 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 三井田 盛一郎 
（副査）   （）  
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時に触覚をともなう “ 風景の手触り” があることを述べる。その延長上に、三重県津市の小学校で行
なった「風景に触れる」ワークショップは、筆者が実際に風景に踏み入り、土地と暮らしの中に “ 包ま
れた “ 体験として、提出作品につながっていることがわかる。 
第3章「博士提出作品「青の遊泳」－包まれる風景へ」では、筆者の家系の祖先の地でもあるという三






















































    
 
機会を得、この体験をこの先の創作活動に生かすべきと考える。新作は至る所に、これまでにない色彩、
形の発現を見せている。ただ、この変化が少なくともあと数か月早ければさらにどこまで踏み込んで描か
れたであろうかと思われる。そのことが惜しまれる。 
終審査でもそれぞれの先生から意見が出され審議された結果、稲垣美侑の博士論文、修了作品とも充
分、博士号取得に相応しいレベルに達していると判定され是を合格と決定した。 
